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 下の表「3 年生のある 3 人の体力テストの結果」が提示され,教師と児童のやり取りと児童同
士のやり取りが展開する。（以下，教師の発問をＴ,児童の反応をＳで表す。） 
          「3 年生のある 3 人の体力テストの結果」 
名前 50ｍ走（秒） 立ち幅跳び（cm） ソフトボール投げ（m）
たかし 9.9 162 21 
きょうこ 10.5 145 9 
ひろき 9.2 192 18 
Ｔ1-1 この表をみて,気づくことはありますか？ 
 Ｓ１ きょうこさんは,一番体力テストが悪い結果に思います。 
 Ｓ２ 立ち幅跳びはひろき君,ソフトボール投げはたかし君が 1 番です。 
 Ｓ３ 二人の差も求められます。でも,50ｍ走はわかりません。 
 Ｓ４ 50ｍ走は,“点”があって気になります。 
 Ｓ５ そう，その“点”がわかりません。 
Ｔ1-2 皆さんは,体温や体重で“点”のある数字を見たことはありますね。 
 Ｓ１ あります。そうか,少しわかるかも知れません。 
 Ｓ２ 一番早いと思うひろき君と一番遅いきょうこさんの差はわかりません。 
Ｔ1-3 そうですね。50ｍ走で，たかしさんはきょうこさんよりどれだけはやいのでしょう
か？ 
 Ｓ１ 式は,「10.5-9.9」になるのかな？ 
 Ｓ２ 1 秒くらいのちがいかな？ 
 Ｓ３ “点”より右の数字がわからないな。 
Ｔ1-4 課題の提示「どのように考えたら二人の速さのちがいがわかるか考えましょう。 
   そして,そのわけをみんなに伝えよう。」 
1.3.2 「集団による共有」過程 
Ｔ2-1 線分図や数直線に表した人たちは,１目盛りをいくつにしましたか？ 
Ｓ１ １目盛りは 10 です。 Ｓ２ １目盛りは１です。 
Ｔ2-2 9.9 の次はいくつですか？ 
Ｓ３ 10 で，その次は 10.5 です。 
   9.9   10  10.5 
 
 
 Ｓ４ 1 目盛りは 0.1 で,違いは６秒です。 
 Ｓ５ おかしいよ。ありえない。６秒の違いなら,きょうこさんは 15 秒になる。 
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         9.9  10  10.1 10.2  10.3 10.4 10.5 
        
  Ｓ６ 0.1 が６個分の違いです。 
Ｔ2-3 ○図で表している人たちがいます。 
   Ｓ１ 大きい○が１秒で,小さい○が何秒かな？ 






             繰り下がり（大きな○を小さな 10 個の●にする） 
 
   Ｓ２ あ～やった,学んだよ。前に勉強した。繰り下がりのあるひき算だ。 
  Ｔ2-4 位取り表を使って表している人たちもいます。 
   Ｓ１ 十の位と一の位と０の位で表しました。 
      位取り表の中に,○図を描きました。  十の位  一の位  ０の位 
   Ｓ２ 私は,位取り表で表しました。 
 
         十の位     一の位     ０の位 




                  
          10 は,１が 10 個です。 
     Ｓ３ すると,9.9 の次は 10 だ！ Ｓ４ ０の位に小さい○が６個！ 





































ものと言えよう。また,9.9 の次は 10 でその次は
10.5 であるという実際の子どもの認識や,9.9 秒


















教育研究論集　第６号（2016 年 2 月発行）矢部敏昭　他：数学教育学における協同的問題解決の学習（第 4次研究）
 
 












  Ａ；資料からわかることを挙げている活動 
  Ｂ；資料を表やグラフにしてまとめる活動 







 Ｓ１ 最高と最低の記録がわかります。 Ｓ２ １桁の記録の人数がわかります。 
 Ｓ３ 最高の 50ｍ以上は一人で,記録は 55ｍです。  
Ｔ1-2 ２クラスの平均は,どちらも 20.4ｍで同じです。 
 平均が同じなら,「１組と２組の成績は同じ」と言っていいでしょうか。 
 Ｓ１ １組の最高記録は 37ｍで,２組の最高記録は 55ｍだから同じとは言えない。 
 Ｓ２ ２組は最低記録が３人もいるので,１組の方がいいと思います。 
Ｔ1-3 どちらの組が良く投げているか,説得力のある理由を見つけて伝えよう。 
2.3.2 「集団による共有」の過程 
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